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漁船漁業の省エネルギー 
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研究の背景・目的 
 近年の原油価格の高騰は、水産業にも深刻な影響を与えている。持続可能な海洋産業とし

ての維持・発展をはかるためには、水産業のエネルギーの消費構造を見直し、燃油価格に左

右されない省エネルギー型の産業へ転換をはかる必要がある。 
 

研究成果 
 独立行政法人水産総合研究センターでは、漁船漁業をはじめとする水産業の省エネルギー

対策技術の現状と、エネルギー消費のあるべき姿を検討するために、「水産業エネルギー技

術研究会」を設置した。研究会では、「エネルギー利用適正化作業部会」を設け、漁船漁業を

中心に、省エネルギー技術の研究開発の現状と活用に当たっての課題について検討し、漁業

現場へ向けて具体的な技術内容を紹介したパンフレットを作成した。 
 

波及効果 
 ソフト、ハードの両面で、既に適用が可能な技術が存在するにもかかわらず、漁業現場に十

分に普及していない。水産業システム研究センターでは、パンフレットを用い、水産庁、都道府

県、関係団体と連携して、漁業関係者を対象に既存技術の活用についての現地説明会を順次

開催し、既存の省エネルギー技術の実際と期待される効果、漁業種に応じた適否等について、

周知をはかる。 
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